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ローカルファーストとは

「ローカルファースト」
なんとなくどこかで聞いたことがあるような言葉。なんとなく意味もわかる。
地域一番、地元優先、地産地消などと解釈することもできますが、それは一例です

「ローカルファースト」

これは、これからの社会を変えていくことのできる「価値観」であり、「ライフスタイル」
の提唱、選択の基準、そして豊かさの本質を問う言葉でもあります。

地元企業が自分たちの住む「まち」の未来を考える時、いかに地域を理解している
か、まちの人、物、場所、文化などに愛情をもっているか、人々のニーズに寄り添い
続けられるか、皆が真に豊かに暮らしている情景をきちんと想像できているかといっ
たことが大切です。それを導きだす価値観が「ローカルファースト」だと考えます。
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LOCAL FIRST～
INTRODUCTION
少子高齢化が進み、さまざまな弊害が私たちの国に起こっている現状を受けて国は、近
年「地方創生」という言葉で政策を進め、各地方自治体も地域産業の活性化や超高齢
化社会に対応するまちづくりを目指し、様々な取り組みを開始しています。

しかし、これらの取り組みは、地域、各行政、あるいは一人一人の理解や解釈によって
温度差があり、それぞれが各論で収束してしまうような事態があることも現実です。

日本の国は、どこか空回りをしてしまっています。
日本の国は、どこに向かって進んでいくのでしょうか。

将来を提示できていない日本の問題に対して、多くの国民が不安を抱いているように
私たちにも、「どうにかしたい」という強い思いがありました。

私たちがこれから行っていくべきことは、なんでしょうか。
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Introduction 国連の「世界幸福度ランキング
2018」
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この調査は2012年から毎年行われているものです。

幸福度としては、国内総生産（GDP)などの数値のほか、
「困ったときに頼れる人がいますか」
「選択の自由があると思いますか」
などの質問の答えから出た答えをもとにして、過去3年の平均値
を算出しています。

0～10を満点として算出した結果、北欧諸国が7を超える値でトッ
プを占めています。

世界で一番幸福度が高い国となったのはフィンランドで去年の5
位から躍進。

以下、ノルウェー、デンマーク、アイスランド、スイス、オランダ、カ
ナダ、ニュージーランド、スウェーデン、オーストラリアと続きます。
30位までの多くは欧州各国や中南米の国となっています。



Introduction 国連の「世界幸福度ランキング
2018」
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日本は156か国中、54位です。
Ｇ7の中では最下位の7位。
Ｇ20の中では12位です。

0～10満点とした指標で日本の平均値は5.9で54位となり
ました。過去のデータと比較した変化も見てみると日本は
ほぼ横ばい状態でした。

日本はGDPや健康寿命などの数値
が高いわりに全体としての幸福度が
低いのはなぜなのでしょうか。



日本の現状～課題先進国・日本

■少子高齢化の加速度的進行
■巨額な財政赤字
■労働生産人口が減少
■産業構造の変化
■東京一極集中
■格差社会
■地方経済の疲弊
■グローバル化の拡大
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将来を見通せない
大きな不安

国も地方も将来のあるべき姿を提示できずにいること
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「ローカルファースト」との出会い
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■日本が抱える課題の原因
少子高齢化は紛れもなくその大きな要素です。
かつての高度成長期が推進してきた大量生産、大量消費の構造は、
私たちに「より安く、便利に」という価値観を植え付けてきました。
世の中に希望を見出しづらくなった市民が将来設計を描けなくなったとも言われます。

どうすればいいのでしょうか。

欧米のまちを訪ねると、豊かなまちがいくつもあることに気付きます。
「違いはなにか」
それを見て、考えて、探していくことが、以降旅のテーマになっていきました。
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まちづくりのヒントやモデルを探して、「ビーチのあるまち」
という茅ヶ崎との共通項のあるロサンゼルス、サンタ
モニカ、カーメル、サンディエゴなどの視察を重ねました。
それぞれ「豊かさの本質」について考えさせられましたが、
ポートランドでの経験は決定的でした。

「市街地に“ナショナルチェーン”が見当たらない」

最初こそ不便でも、それが「地域資本の店で買い物をして地域のレストランで食事を
し、自分たちの手でまちを美しく保つ」というポートランドの人々の価値観、すなわち
「ローカルファースト」が創り上げた形であると知りました。
「自分たちの町に愛情と誇りを持った選択と行動をする」
それが次世代への責任に繫がり、「生活の真の豊かさ」になると気づいたのです。

「ローカルファースト」との出会い



ローカルファーストとは

どこかで聞いたことがあるような、なんとなく意味もわかる言葉。地域一番、地元優
先、地産地消などと解釈することもできます。が、それは一例です。これは、これから
の社会を変えていける「価値観」であり、「ライフスタイル」の提唱、選択の基準、そし
て豊かさの本質を問う言葉でもあります。

私たちが「まち」の未来を考える時、いかに地域を理解しているか、まちの人、物、場
所、文化などに愛情をもっているか、人々のニーズに寄り添い続けられるか、皆が真
に豊かに暮らしている情景をきちんと想像できているかといったことが大切です。そ
れを導きだす価値観が「ローカルファースト」だと考えます。

ローカルファーストとは、私たちの社会の殆どの問題を解決することができる

魔法の言葉 です
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ローカルファーストとは

11

「パンをどこで買いますか？」

日常的な買い物は、どちらを優先しますか。
【A】コンビニや大手スーパー 【B】地元の商店やスーパー

【A】は、２４時間利用できて、味などの商品規格も安定均一、大量流通で価格も想定
内で、とにかく「便利」！しかしそこに払われたお金の殆どは首都圏にある運営企業
や郊外の工場、原材料費は外国へ。流通コストも当然かかります。地元に所在する
店でありながら地元にはお金が落ちません。

【B】は【A】に比べて不便な点がいくつかあるかもしれません。しかし原材料を含めた
生産者の顔を直接見ながら安心を一緒に買うことができます。支払った代金は確実
に地域に回り経済を支えます。さらに人同士のコミュニケーションも生まれます。



ローカルファーストとは
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「駅までどうやって行きますか？」

車、バス、バイク、自転車、徒歩・・・目的や
事情によって使い分けていくことができます

駅前の混雑事情や安全面を考慮すると、
公共交通機関を利用することも選択肢の一つ。

環境問題を考えれば、自転車や徒歩を選ぶことも大切です。時間や体力に余裕があ
れば、歩くことで見過ごしていた「まちの魅力」を発見できるかもしれません。

大切なのは「何を選択するべきかをきちんと考えること」。
便利さだけを優先した毎日の無意識の行動を見直して、地域に優しい選択をする
こともローカルファーストです。



ローカルファーストが解決できることの例
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◆アメリカオレゴン州ポートランド
「貯金は10,000ドルあれば十分リッチ！」



ローカルファーストが解決できることの例
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◆サンフランシスコ
サンフランシスコには、
小売店への影響などを鑑みて
チェーン店出店規制があり、
まちなみや地元の
経済循環を守っている



ローカルファーストが解決できることの例
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◆サンフランシスコ
サンフランシスコの魅力ある地元スーパー



ローカルファーストが解決できることの例
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◆ 欧州では店舗による商品のすみ分けを明確にして小売店をサポート。
大型店にしか置かない商品、小売店にだけしか置かない商品がある。

大手スーパーと小売りの市場が並んでいる
フランス・ビアリッツ



ローカルファーストが解決できることの例
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◆仏・独などでは市街地の自家用者乗り入れを徹底的に規制。
トラムを導入し市民の足を確保したところ、まちなかの商店に活気が戻った。

【参考書籍】
ヴァンソン藤井由実
／宇都宮浄人 著



ローカルファーストが解決できることの例
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◆スペインサンセバスチャン



ローカルファーストが解決できることの例
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◆フランスボルドー・ビアリッツ



ローカルファーストが解決できることの例
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ローカルファーストが解決できること
の例

21

◆ネッツ湘南トヨタ 海老名店
従来の販売店としての役割を見直し、

より「地域の交流拠点」となることを意義とした設計でリ
ニューアル。休日はマルシェの開催などで親子の来店が増
加。店舗としての売り上げも約1.5倍へ。



ローカルファーストが解決できることの例
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資料～毎日新聞
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地方銀行が生き残るということは地方経済が生き残るのと同義語だ。私の家業はもともと建設業だが、現在はグループ会社全体に占める
建設業の割合は半分以下。地域に必要なものは何かを考えながら仕事をしていると、高齢者や福祉、食、健康に関わる事業が増えてくる。
バブル経済が崩壊しようがリーマンショックが起きようが、地域に必要な仕事をしていれば堅い。そういう地に足が着いた事業を経営者と一
緒に育てていくのが地銀の役割ではないか。

欧米の地方は豊かなのに日本の地方はなぜ疲弊しているのかと考えていた時に出会ったのが「ローカルファースト」という価値観。米西海
岸発祥の言葉で、「地域に役立つか」「住民に喜ばれるものなのか」といった物差しで価値を計り、豊かで元気な地域生活を生み出そうという
考えだ。

例えば欧米の地方都市では、コンビニやファストフードのチェーン店を街中の商店街に立地させないように意識しているところがある。米西
海岸を視察した際、サンタバーバラの人は「大手チェーン店が進出すると、昔からある地元の店が無くなり、町の個性や魅力が無くなるから」
と言っていた。そこに住む理由、そこで働く理由は、町に魅力や個性があるからだと思う。魅力や個性があれば人が来るようになり、生活でき
るようになり、経済も動く。そういう循環が必要だ。お金も、地域の店で使えば、地域の中で循環する。

茅ヶ崎市でＰＦＩ（民間資金を活用した社会資本整備）によるスポーツ公園の建設・運営に参加している。私は、地元のことがよく分かってい
る地銀から融資を受けようと考えていたが、経験とノウハウが足りないということで結局、メガバンクと組むことになった。茅ヶ崎商工会議所の
建て替えに際してホテルとタイアップできないかと検討している。神奈川県内のホテルの経営状況を調べて、業績の良し悪しの理由を教えて
ほしいと地銀に頼んだが、なかなか回答が来ない。地域での店舗数はメガと比べて圧倒的に多く、情報も持っているはずなのに、活かせてい
ない。宝の持ち腐れだ。

長崎県で地銀の経営統合が注目されているが、統合すれば投融資の決裁権者も減り、地域のサービスもネットワークも細る。企業として効
率は上がるだろうが、地域からみれば選択肢が減るだけだ。今までは救済された弱者も切り捨てられてしまうのではないか。

高齢者施設向けに調理済み食材を販売する会社を７年前に立ち上げた。小さな施設では調理人を雇えず、支払える食費にも限界がある。
食事は高齢者施設を経営するネックの一つで、それをお手伝いする仕事だ。当初は売り上げゼロが続いたが、今では月１億円以上になり充
分な利益が出る。この事業に協力してくれたのも地銀でない。こういう仕事こそ地銀の役割ではないか。地域の魅力を高めるにはどのような
店や事業が必要か。魅力を作る手助けをする、そんな視点はたくさんある。地域あってこその地銀なのだから、より良いまちを創るにはどん
な役割りを果たせるかを考えて欲しい。

2018.6.22 毎日新聞掲載
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私たちの社会は、大きな転換期のただ中にあります。グローバル化と情報化が急速に進展し、社
会のあり方が多様化している中で、世界が体験したことのない長寿社会の到来に直面しています。
日々の暮らしから、産業のあり方に至るまで、多くの課題が私たちを取り巻いています。多くの人が
幸せと希望を感じられる社会をどのようにしてつくっていくのか、その方策、道筋が問われています。

私たちは、ローカルファーストの理念には、この大きな課題に根幹から立ち向かい、新たな地平を
拓く力があると考えます。ローカルファーストという理念が、多くの人々の意識に働きかけることで、
個々の人々の明日への意欲を目覚めさせ、新たな暮らしの価値観とライフスタイルを生み出し、さ
らには自らの手で新たな事業や産業を創出し、多世代が豊かに暮らす持続可能な社会をつくって
いくことができると考えています。

本財団は、ローカルファーストという理念をより多くの人々に広め、語り合い、交流を広げ、新たな
価値観によるライフスタイルを生み出すことで、地域に希望と活力をもたらし、持続可能な未来を拓
き、健康で、明るく、豊かな社会をつくることを目的として、「一般財団法人ローカルファースト財団」
を設立します。

ローカルファーストを実践する
一般財団法人 ローカルファースト財団 設立の目的



ローカルファーストを実践する～財団・研究会の発足
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ローカルファースト研究会は、発足以来、ローカルファーストの実践の場として

様々な平成２５年１２月に書籍「ローカルファーストが日本を変える」（発行：東海
大学出版会）を出版後、さらなる活動のために平成２６年６月に設立した「一般財
団法人ローカルファースト財団」とともに、より具体的な事業を推進するために発
足しました。

研究会は、「ローカルファースト」という言葉、価値観を広めるため、
会員の自主的な参加とサポートで様々な活動を展開しています。

研究会の母体は、2000年に湘南域青年会議所（藤沢、平塚、鎌倉、茅ヶ崎）を卒業したメンバーが立ち上げた「湘南スタイ
ル研究会」です。生まれ育った湘南の未来を明るく充実したものにしようという目的で地域の有志が集い、自主的に講演
や視察など様々な企画を立て活動しました。その後、「まちづくり」を考える会へと発展。現在のローカルファースト研究会
に繋がっています。



ローカル
ファースト
を
実践する
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ローカルファースト研究会 活動について

■第１回 「ローカルファーストが日本を変える」
平成２７年３月１１日（水）１８時～２０時 ／ 茅ヶ崎市民文化会館大ホール

≪パネリスト≫
秋山弘子 氏 （東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授）
杉山愛 氏 （NPO法人パームインターナショナル湘南 理事長）
関幸子 氏 （株式会社ローカルファースト研究所 代表取締役）
松本大地 氏 （株式会社商い創造研究所 代表取締役）
平将明 氏 （元内閣府副大臣/自民党行政改革推進本部副本部長）
服部信明 氏 （茅ヶ崎市長）
益永律子 氏 （NPO法人NPOサポートちがさき 代表理事）
都築佑介 氏 （公益社団法人茅ヶ崎青年会議所 2015年度理事長）
杉本洋文 氏 （東海大学工学部建築学科 教授/

一般財団法人ローカルファースト財団 副理事長）

総合司会 KANA （FMヨコハマDJ） / コーディネーター 亀井信幸（一般財団法人ローカルファースト財団理事長）
入場者 1020名 ★アンケート回答数 422件
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ローカルファースト研究会 活動について

■第２回 「魅力あふれる“茅ヶ崎”のつくりかた」

平成２７年１０月２３日（金）１８時～２０時
茅ヶ崎市民文化会館小ホール

講師 松本大地氏
（株式会社商い創造研究所 代表取締役）

入場者 400名
アンケート回答数 237件

29



ローカルファースト研究会 活動について

■第３回 「あなたのライフスタイルが
茅ヶ崎の未来を創る」

平成２８年３月２４日（木）１８時～２０時
茅ヶ崎市民文化会館小ホール

講師 藻谷浩介氏
（株式会社日本総合研究所 主席研究員他）

入場者 400名
アンケート回答数 230件
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ローカルファースト研究会 活動について

■第４回 「ローカル経済が日本をつくる」
地域との「共創」から見えてきた未来

平成２８年９月１４日（水）１８時～２０時
茅ヶ崎市民文化会館小ホール

講師 冨山和彦氏
（株式会社経営共創基盤 代表取締役CEO
内閣官房まち・ひと・しごと創生会議有識者 他）

入場者 400名
アンケート回答数 223件
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ローカルファースト研究会 活動について

■第５回 「持続可能な新しいスタイルの
再生まちづくり」

～高松丸亀町商店街に学ぶ～

平成２9年2月16日（木）１８時～２０時
茅ヶ崎市民文化会館小ホール

講師 古川康造氏
（高松丸亀町商店街振興組合理事長 / 丸亀町不動産
株式会社代表取締役社長 / 高松ライフシステム株式会社
代表取締役）

入場者 400名
アンケート回答数 186件
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ローカルファースト研究会 活動について

■（第６回） CHIGASAKI LOCAL FIRST TRIAL
「シェフズミーティング」

生産する人、料理する人、食べる人、みんなの想いが
茅ヶ崎の「おいしい」を紡ぎ出す

平成２９年１０月１２日（木）１８時～２０時 / 茅ヶ崎市コミュニティホール

基調講演：田村なを子 氏 （アメリカオレゴン州ポートランドの自然食レストラン「Chef Naoko」シェフ）

シンポジウム:鳥海 勝氏 （フレンチレストラン ラ・ターブル・ド・トリウミ シェフ）

熊澤茂吉氏 （熊澤酒造株式会社 代表取締役）

原 浩仁氏 （株式会社たまや 代表取締役）

伊藤英世氏 （茅ヶ崎伊藤農園）

入場者 302名
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ローカルファースト研究会 活動について

■第７回 「スポーツが健康なまちをつくる」

平成30年2月21日（水）１８時～２０時
茅ヶ崎市コミュニティホール 茅ヶ崎市役所分庁舎6階

講師 奥寺 康彦 氏
（一般社団法人横浜FCスポーツクラブ代表理事
株式会社横浜フリエスポーツクラブ（横浜FC）会長
元ブンデスリーガプロサッカー選手（日本人初）

入場者 320名
アンケート回答数 190件
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ローカルファースト研究会 活動について

■第８回 新しいワークライフスタイルを実現する
茅ヶ崎資本主義へ

平成30年10月24日（水）１８時～２０時
茅ヶ崎市民文化会館 小ホール

講師 柳澤 大輔 氏
（面白カヤック代表取締役CEO）

入場者 389名
アンケート回答数 240件
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ローカル
ファースト
を
実践する
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ローカルファーストを実践する

■ワークショップ・・・地元の飲食店、商店街を代表する方たちと、食や消費という観点でそれぞれの立場を通した意見交換を、
また地域の子供たちとは、茅ヶ崎をよく知り、深い理解と愛着で暮らす大切さと考えるワークショップを地元の大学生と一緒に開
催しました。

■ローカルファースト教材作り・・・子どもたちのワークショップから
展開した「教材作り」は、楽しく地域を知ってローカルファーストを
考えるきっかけにするツールとして文教大学の学生と一緒に取り
組んでいます。

■ぐるぐるグルメ・・・まち歩きに「食」をプラス。茅ヶ崎市内の飲食
店を訪れ、店主のこだわりを聞きながら自慢の1品を一口サイズで
食べる企画です。身近なのに知らない茅ヶ崎の味の発見、お店の
魅力や想いを改めて知り「地元の店」を選ぶ消費行動へと繋げる
目的があります。

■五感で感じるまち歩き・・・日頃、素通りするまちの中を、視点を
変えて歩くといたるところで新たな魅力の発見につながります。
この活動では「五感」を意識して、まちの雰囲気を自身の感覚で捉え、
ワークシートに文字化する、というスタイルのまち歩きを実施しました。
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ローカルファーストを実践する
浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」

「LOCAL FIRST」の店は、ローカルファースト研究会
が「神奈川県地域商業ブランド確立総合支援事
業」の支援を受け実施した事業の一つです。

高齢化が進み、活力を失いつつある地域の商店
会において、リサイクル商品の委託販売や地元の
手芸・クラフト作家への棚貸し等の商売を「媒介」
に、「地域の人が集まる交流拠点」を創り、「賑わ
い」を生み出し、地域が活性化していくことを目的
とした「実験SHOP」です。
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ローカルファーストが生み出す効果

55

◆まちに魅力ある個店が増えてくる
◆多世代の交流が活発になる
◆地域で経済が健全に回るようになる
◆将来の設計ができて、夢を持つことができる
◆将来に不安がなくなることで、今を豊かに
暮らしていくことができる
◆まちに活力が創られる
◆まちに笑顔が溢れる

不安がなく、生きがいのある暮らしができること＝それが本当の豊かさ

その豊かな暮らしは、「ローカルファースト」な価値観を持った
市民によって達成されていくと考えます



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
～ローカルファースト研究会の活動紹介

「LOCAL FIRST」の店は、社内外の有志により組織
されるローカルファースト研究会が「神奈川県地
域商業ブランド確立総合支援事業」の支援を受け
実施している事業の一つです。

高齢化が進み、活力を失いつつある地域の商店
会において、リユース商品の委託販売や地元の
手芸・クラフト作家への棚貸し等の商売を「媒介」
に、「地域の人が集まる交流拠点」を創り、「賑わ
い」を生み出し、地域が活性化していくことを目的
として始めた「実験SHOP」です。
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浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」

◆企画～開店準備

「交流」のターゲットは団地に住む高齢者だけでなく、子どもたち、家族などの「多世
代」。商品・サービス・企画を通じて、いろいろな世代や性別の人が繋がり、コミュニ
ケーションを図り、新しい「何か」が生まれる場所となることを目指しました。

また、地域の中で持続的に人が集まる店にするためには、
「主婦のニーズ、目線」が大切であると捉え、企画段階で
地域の子育てママによる100人ディスカッションを実施。

開店準備は、研究会メンバーの他に地元の大学生にも

協力を得てオープンを迎えました。（2015年12月25日オープン）
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浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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ママたちの声を集めて
「どんな店が地域に必要か」

を考える

店の入り口、顔になる

ファザードも地元建築学部
の大学生が作りました



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」

営業は、朝10時～16時（木・日曜定休）。
運営は、ローカルファースト研究会の代表者が基本的
に店主として行っています。2016年7月からは、茅ヶ崎
市の生涯現役応援窓口と連携し、有償のボランティアス
タッフを雇用しました。多様性のある働き方や働く場所
をつくることも目的のひとつです。
【取り扱い】
・手工芸品販売の「棚貸し」（500円～2000円/月）
・リサイクル品の委託販売 ・NPO団体との共催による
「古本市」「がらくた市」 ・クラシファイドによる情報発信、
顧客ニーズのサポート ・シーズンイベント（クリスマス、
バレンタイン、ハロウィン ・手芸教室 など
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浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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個性的な商品の数々。

地元産、作り手の想い、
この店に来るまでの物語
が会話の糸口に。



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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「PA’INA」（パイナ＝ハワイ語で集まる）
手作りサロンを始めました。いつもよりゆっく
りと会話を楽しみながら和気あいあい。

NPO法人
「もったいない
JAPAN」と共催
の古本市は、毎
月恒例の

人気イベント。

これを目当てに
必ず立ち寄る常
連さんも多数。



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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商店会（街）活性化を目的の一つとしている浜見平での
「空き店舗事業」。地域でのつながりをひとつの具体的
な形として記憶に残すこと、またそれを契機により商店
会が元気になることを目的に、イベントを実施しました。

「50回目の誕生会」※
ローカルファースト研究会
浜見平商店会・浜見平自治会による共催

浜見平団地50周年を振り返り、懐かしみ、世代を超えて
楽しみ、未来の浜見平に繋ぐイベントとしました。当日
は天候にも恵まれ、約4000名の来場で賑わいました。



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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地元に方に提供して貰っ
た「セピア色の写真展」
では、懐かしい昔の様子
に話が盛り上がり、けん
玉、ベーゴマ、フラフー
プ…昭和の遊びコーナーは
こども以上に大人がエキ

サイト。



浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」

◆1年間の店舗運営で見出したもの

2015年12月オープンし、その後団地に住む住民を中心に、徐々に人が集まりはじ
め、春を迎える頃には、1日平均80～100名前後の来店がカウントされ始めました。
顧客が求めたものは・・・
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魅力的な「思い
出」や「物語」
のある商品

商品を作った作家と
のコミュニケー

ション

店の店主・お客さん
同士の会話、
情報交換

毎日、顔を
合わせる

人とのつながり、
生きがい、喜び

「与える」楽しみ

居場所

店に来る目的は、買い物・商品そのものではなく、
「つながり」「生きがい」「居場所」
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建て替えのため、解体工事が始まるスケジュールに合わせて、
ローカルファーストの店は2016年12月24日で閉店。
これまでの経験、気づきをノウハウとしてまとめ、標準化する
活動に取り掛かっています。これは、地域に根差す
多世代型交流拠点となり得た結果を全国に展開することで、
「元気なまち」が増え、「元気な日本」になると考えます。

現在、店内では利用し
てくれたお客さん、クラ
フト作家、ボランティア
スタッフから「この店が
あなたにとってどんな店
だったか」というテーマ
でメッセージを募ってい
ます。

浜見平商店会空き店舗活用事業「ローカルファースト」
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